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福島　伊達市社会福祉協議会ホームページ

本会事業を紹介しております！

facebook.
もチェック！！

Heartful DATE

3 月 30 日（水）
富成まちづくり振興会主催
でひまわり・すまいる・に
じいろ園とコラボして、じゃ
がいも種植えをしました！

社会福祉法人 伊達市社会福祉協議会
伊達市保原町富沢字羽山5-3
Tel 024-563-3251　fax 024-563-3252
E-Mail honsyo@dateshisyakyou.org

2022年4月28日

令和 4年度事業計画… ………………… ②〜③
福祉表彰式受賞者…………………………… ④
第 4期 : 地域福祉計画・活動計画完成……… ⑤
生活支援コーディネーター活動日誌⑥……… ⑥
善意のご寄付・フードドライブの寄付… …… ⑦
ほっと掲示板…………………………………… ⑧

4 月 8 日（金）
4 月から保原地域で始まった「ささえ愛電話」
ボランティアから利用申込みされた一人暮ら
し高齢者の方へ電話をおかけしています。

地 域 に ふ れ あ い と 笑 顔 を 広 げ る  お て つ だ い



5
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

	

①	

多
様
性
を
包
括
し
た
共
生
型
地
域
づ
く

り
の
推
進

	

○	

地
域
の
福
祉
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も

に
身
近
な
支
え
合
い
活
動
を
推
進
し
住

民
・
関
係
機
関
等
の
参
加
促
進
に
よ
り

地
域
福
祉
活
動
の
充
実
化
を
図
る

　

			

・	
地
域
自
治
組
織
等
と
の
連
携・協
働（
訪

問
支
援
・
出
前
講
座
）

　

			

・	

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業	

（
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
）

	
		

	［
伊
達
市
受
託
事
業
］

新
○	

地
域
の
身
近
な
つ
な
が
り
に
よ
る
住
民

主
体
の
取
組
み
連
携
に
向
け
、
福
祉
関

係
機
関
と
協
働
を
図
る
た
め
の
検
討
を

行
う

	

②
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
と
の
連
携

	

○	

福
祉
活
動
推
進
組
織
（
地
区
社
協
・
福

祉
会
）
の
立
上
げ
及
び
継
続
化
を
図
り
、

交
流
の
場
や
機
会
づ
く
り
の
取
組
み
に

対
し
側
面
支
援
を
行
う

	

○	

小
地
域
に
お
け
る
身
近
な
「
サ
ロ
ン
」

の
立
上
げ
、
継
続
支
援
の
た
め
に
サ
ロ

ン
ヘ
出
向
く
等
、
側
面
支
援
を
行
う

新	

○	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
地
域
安

全
活
動
の
た
め
の
情
報
提
供
を
行
う（
訪

問
支
援
・
出
前
講
座
等
）

	

・
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
会	（
12
月
）

	

⑤
児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

	

○	

学
童
期
に
お
け
る
福
祉
観
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
教
育
関
係
機
関
と
連
携
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
等
を
通
じ
た
児
童
・

生
徒
の
福
祉
共
育
を
推
進
す
る

	

・	

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
の

出
向
き
型
福
祉
共
育

	

新
・	

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
社
会
奉
仕
活

動
へ
つ
な
が
る
学
び
）
の
導
入

	

※	

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
奉
仕
活
動
と
学
生

活
動
を
統
合
さ
せ
た
学
習
方
法
。

	
	

学
生
が
教
室
で
得
た
知
識
に
よ
り
、
地
域
社
会
に

お
い
て
社
会
貢
献
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
地

域
活
動
へ
の
参
加
）
を
行
う
こ
と
。

	

・	

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
学

生
・
社
会
人
）

	

・	

ジ
ュ
ニ
ア
・
ミ
ニ
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
全
地
域
）

	

・	

子
ど
も
食
堂
、
障
が
い
児
事
業
所
等

へ
の
側
面
支
援

	

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

	

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
情
報
提
供
や
相
談
・
登
録
・
紹

介
機
能
の
充
実
を
図
る

	

③
高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実

	

○	

地
域
に
お
け
る
見
守
り
を
通
じ
て
生
き

が
い
増
進
と
孤
立
化
予
防
を
図
り
、
住

み
慣
れ
た
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
地
域
全
体
で
在
宅
生
活
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る

　

			

・	

高
齢
世
帯
見
守
り
訪
問

	

（	

夏
季
・
冬
季
：
民
生
委
員
に
よ
る
声

か
け
訪
問
）

　

			

・	

一
人
暮
ら
し
さ
さ
え
愛
電
話
（
定
期

的
な
安
否
確
認
電
話
）
の
拡
充

　

			

・	

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

	

（
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
交
流
等
）

	

○	

民
生
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
等
要
援
護
世
帯
へ
「
安
心

情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
付
し
、
緊
急
・
災

害
時
に
お
け
る
関
係
機
関
等
の
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
に
つ
な
げ
る

	

④
障
が
い
児
・
者
福
祉
の
充
実

	

○	

障
が
い
児
・
者
と
家
族
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
と
も
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

	

新
・
屋
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン	（
6
月
）

	

・	

た
の
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会	（
9
月
）

1
組
織
運
営
の
充
実
強
化

	

①
『	

第
2
期
社
会
福
祉
法
人
伊
達
市
社
会

福
祉
協
議
会
経
営
健
全
化
計
画
』
の

実
践

新
○	

第
2
期
経
営
健
全
化
計
画
の
初
年
度
に

お
け
る
方
向
性
と
具
体
的
改
善
に
取
り

組
む

	

②
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催

	

③
定
期
監
査
の
実
施
（
年
2
回
））

2
経
営
基
盤
の
確
立

	

①	

社
協
会
員
の
加
入
促
進
（
自
主
財
源
の

確
保
）

	

②
受
託
事
業
の
適
正
運
営

	

③	

介
護
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
及
び
障
が
い
福
祉
事
業
の
分
析

と
対
策

3
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
普
及
・
推
進

	

①
『	

第
4
期
伊
達
市
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
活
動
計
画
』
の
推
進

新
○	

第
4
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
初
年
度

と
し
て
周
知
・
普
及
を
図
る
と
と
も
に

福
祉
活
動
推
進
組
織
及
び
関
係
機
関
等

と
協
働
推
進
し
、
進
行
管
理
を
行
う

4
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
の
連
携

	

①
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催

	

②
地
域
福
祉
事
業
検
討
会
議
の
開
催

	

③
各
種
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

収 入
（単位 : 千円）

支 出
（単位 : 千円）

会費収入　18,806 経常経費
補助金収入
49,786

障害福祉
サービス等
事業収入
106,424

基金積立資産
取崩収入等
53,850

受託金収入
71,209

介護保険事業収入
230,666

前年度繰越金
87,713

その他の収入　9,751

法人運営事業
162,547

地域福祉
推進事業
36,593

共同募金
配分金事業
13,158

資金貸付事業
10,429
資金貸付事業
10,429

地域包括支援
センター事業
67,583

居宅介護
支援事業
32,683

ホームヘルプ
サービス事業
95,492

デイサービス
センター事業
120,535

相談支援事業
12,822

障がい児通所
支援事業
76,363

令和 4 年度当初予算
総額 628,205 千円

6 つの重点目標

1
． 

財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
、
「
第
2
期
社
会
福
祉
法
人
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

経
営
健
全
化
計
画
」
の
実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
． 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
「
第
4
期
伊
達
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
推
進
･

実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

3
．
社
会
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域
福
祉
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

4
．
各
種
相
談
支
援
体
制
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

5
． 

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

6
．
介
護
事
業
及
び
障
が
い
児
通
所
支
援
事
業
の
適
正
な
経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。
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令和 4 年度  事 業 計 画

事
業
へ
の
取
り
組
み

	

○	

苦
情
解
決
委
員
会
を
設
置
し
、
迅
速
な

対
応
と
適
切
な
事
業
運
営
を
行
う

	

⑨
災
害
見
舞
金
の
交
付

	

○	

火
災
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
罹
災
世
帯

に
対
し
、
見
舞
金
を
交
付
す
る

	

⑩
助
成
金
及
び
祝
い
金
品
贈
呈
事
業	

	

○	

福
祉
推
進
団
体
等
に
対
し
事
業
等
へ
の

助
成
を
行
う

	

・
地
区
社
協
、
福
祉
会
へ
の
助
成

	

・	

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
方
部・連
協
）

へ
の
助
成

	

・	

福
祉
団
体
へ
の
助
成

	
		（

老
ク
連
・
身
障
福
祉
会
・
親
の
会
等
）

	

・	

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
（
N
P
O

法
人
：
B
型
）
へ
の
助
成

	
・	
敬
老
会
実
施
団
体
へ
の
助
成（
婦
人
会・

自
治
会
等
）

	

・	
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）
活

動
支
援
金
の
助
成

	

・	

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
運
営
費
、
活
動
支
援

金
の
助
成	

	

・	

障
が
い
者
診
断
書
料
助
成
（
身
障
・
療

育
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
取
得
申
請
）

	

・	

権
利
擁
護
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

利
用
料
へ
の
助
成

	

・	

高
齢
者
作
品
展
開
催
へ
の
助
成

	
		（

各
町
老
ク
連
）

	

○	

該
当
者
に
対
し
、
表
彰
式
等
に
お
い
て

祝
い
金
品
を
贈
呈
す
る

	

・
百
歳
賀
寿
祝
金
の
贈
呈

	

・
金
婚
夫
婦
へ
の
祝
品
贈
呈

	

・
全
国
大
会
出
場
等
激
励
金
の
贈
呈

	

⑪	

大
学
、
専
門
学
校
等
の
資
格
取
得
に
係

る
実
習
生
等
の
受
け
入
れ

	

⑫	

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
貸

出
事
業

	

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
競
技
用
セ
ッ
ト

	

新
・
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
用
セ
ッ
ト

	

⑬
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

	

⑭
車
椅
子
同
乗
自
動
車
貸
出
事
業

6
広
報
啓
発
事
業

	

①
福
祉
表
彰
式
の
開
催

	

②
広
報
啓
発
・
情
報
提
供

	

○	

定
期
的
な
広
報
と
と
も
に
、
多
様
な
情

報
媒
体
を
導
入
し
た
福
祉
情
報
の
発
信

等
、
市
民
多
世
代
へ
の
わ
か
り
や
す
い

情
報
提
供
・
周
知
に
努
め
る

	

・	

広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

市
内
全
戸
に
配
布
（
年
6
回
）

	

新
・	

新
た
な
情
報
媒
体
（
S
N
S
等
）
に

よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク・イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム・

ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
）

7
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
適
切
な
経
営

	
①	

介
護
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
の
健
全
経
営

	
・
居
宅
介
護
支
援
事
業

	
			

（
居
宅
介
護
計
画
作
成
）

	

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
			

（
高
齢
者
の
訪
問
介
護
）

	

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
			

（
高
齢
者
の
通
所
介
護
）

	

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
健
全
経
営

	

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
			

（
障
が
い
者
の
訪
問
介
護
）

	

・	

伊
達
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

（
本
所
・
支
所
）

	
新
・	
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

	

○	

多
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
の
開
催

	

・	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座（
地
区
講
座
等
）

	

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
促
進
・
継
続
支

援
を
図
る
研
修
会
等
の
開
催

	

・	

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

	
	（

傾
聴
・
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

	

・	

集
ま
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	
	（

全
地
域
・
支
所
単
位
）

	

⑦	

包
括
的
支
援
体
制
に
よ
る
相
談
支
援
の

充
実
・
連
携

	

○	

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
支
援
等
、　

市
及
び
関
係
相
談

支
援
機
関
と
連
携
を
図
る

	

○	

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談	

	

　
（
巡
回
型
・
月
1
回
・
年
間
12
回
）

	

○	

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
）	［
県
社
協
受
託
事
業
］

	

・	

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
、金
銭
管
理
、

預
か
り
保
管
サ
ー
ビ
ス

	

○
低
所
得
世
帯
向
け
資
金
貸
付
事
業

	

・	

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業	

	
		

［
県
社
協
受
託
事
業
］

	

・
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

	

○	

障
が
い
者
就
労
支
援
（
就
労
サ
ポ
ー
ト

専
門
員
配
置
）事
業［
伊
達
市
受
託
事
業
］

	

・
障
が
い
者
へ
の
就
労
相
談
・
定
着
支
援

	

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携

	

○	

生
活
困
窮
家
計
改
善
支
援
（
家
計
支
援

相
談
員
配
置
）事
業［
伊
達
市
受
託
事
業
］

	

○	

生
活
困
窮
者
世
帯
等
の
自
立
支
援
に
係

る
食
料
提
供

	

・	

フ
ー
ド
バ
ン
ク

	

（
災
害
時
・
緊
急
一
時
的
な
食
料
等
提
供
）

	

・	

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

	

（
市
民
・
団
体
か
ら
の
食
糧
寄
贈
）

	

⑧	

利
用
者
の
権
利
擁
護
に
係
る
苦
情
解
決

収 入
（単位 : 千円）

支 出
（単位 : 千円）

会費収入　18,806 経常経費
補助金収入
49,786

障害福祉
サービス等
事業収入
106,424

基金積立資産
取崩収入等
53,850

受託金収入
71,209

介護保険事業収入
230,666

前年度繰越金
87,713

その他の収入　9,751

法人運営事業
162,547

地域福祉
推進事業
36,593

共同募金
配分金事業
13,158

資金貸付事業
10,429
資金貸付事業
10,429

地域包括支援
センター事業
67,583

居宅介護
支援事業
32,683

ホームヘルプ
サービス事業
95,492

デイサービス
センター事業
120,535

相談支援事業
12,822

障がい児通所
支援事業
76,363

令和 4 年度当初予算
総額 628,205 千円

	

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
			

（
障
が
い
者
の
通
所
介
護
）

	

・
児
童
発
達
支
援
事
業　

	
			

（
未
就
学
児
の
療
育
・
支
援
）

	
		

伊
達
市
ひ
ま
わ
り
園

	

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
			

（
就
学
児
の
療
育
・
支
援
）　　

	
		

伊
達
市
す
ま
い
る
園　
　

	
		

伊
達
市
に
じ
い
ろ
園

	

・
日
中
一
時
支
援
事
業

	
			

（
未
就
学
児
・
就
学
児
の
預
か
り
）

	
		

ハ
ッ
ピ
ー
わ
ん
ぱ
く
園

	

・
相
談
支
援
事
業

	
			

（
障
が
い
児
・
者
の
計
画
相
談
支
援
）

	
		（	

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
の
基

本
相
談
支
援
）	

［
伊
達
市
受
託
事
業
］	

	

③
高
齢
者
受
託
事
業

	

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

	
		

	（
高
齢
者
相
談
窓
口
）

8
各
種
募
金
運
動
の
推
進

	

①
日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強
運
動
（
5
月
）

	

②	

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動（
10
月
〜
12
月
）

	

③	

伊
達
地
方
日
赤
有
功
会
・
伊
達
方
部
赤

十
字
奉
仕
団
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援
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表
　
彰

●  

長
年
他
の
模
範
と
な
る
奉
仕
活
動
を
続

け
ら
れ
表
彰
状
を
贈
ら
れ
る
者

	

伊
達	

東
町
こ
と
ぶ
き
会　

	

霊
山	

高
木　
　

聰　

渡
邉　

芳
房　

	

	

月
舘	

	

古
屋
の
入
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
保
存
会	

●  

長
年
に
亘
り
介
護
を
続
け
ら
れ
表
彰
状

を
贈
ら
れ
る
者

	

霊
山	

菅
野　

美
子　

大
橋
ナ
ヲ
イ	

●  

福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ

て
表
彰
状
を
送
ら
れ
る
者

	

本
所	

相
馬
福
島
道
路
安
全
協
議
会　

	
	

カ
タ
ヒ
ラ

	
	

	

福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

ヤ
ク
ル
ト
親
交
会	

	

保
原	

浅
野　

栄

	
	

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
労
働
組
合

●  

法
人
会
員
と
し
て
長
年
に
亘
り
多
額
の

法
人
会
費
を
納
入
さ
れ
て
表
彰
状
を
贈

ら
れ
る
者

	
梁
川	
（
株
）
東
和
製
作
所　

	

霊
山　
（
株
）
利
根
川
組　

  

感
　
謝

●  

役
員
（
退
任
者
）
と
し
て
感
謝
状
を
贈

ら
れ
る
者

	

保
原　
　

松
本　

征
一

●  

評
議
員
（
退
任
者
）
と
し
て
感
謝
状
を

贈
ら
れ
る
者

	

保
原　
　

田
野
入
清
人

	

月
舘　
　

若
林　

三
雄　

●  

地
域
福
祉
推
進
委
員
（
退
任
者
）
と
し

て
感
謝
状
を
贈
ら
れ
る
者

	

梁
川	

故	

西
田　

惠
子

●  

福
祉
協
力
員
（
退
任
者
）
と
し
て
感
謝

状
を
贈
ら
れ
る
者

	

梁
川	

池
田　

照
成	
	

佐
藤　

良
一　

　

		

菅
野　

正
明

	

保
原	

富
田　

光
雄　

菅
野　

秀
雄

	
	

長
澤　

昌
志　

小
野　

善
康

	
	

橘　
　

政
弘

●  

福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ

て
感
謝
状
を
贈
ら
れ
る
者

	

本
所　

千
葉　

淳
一	　

山
﨑　

操

	

伊
達	

梅
津　

義
昭　

石
井　

祐
聖

	

梁
川	

原
田
建
一
郎

	
	

梁
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

	

保
原	

渡
辺　

享
子　

清
野　

政
孝

	
	

菅
野　

良
裕　

齋
藤　

文
安	

	

霊
山	

菅
野　

達
也　

佐
藤　

宮
子

	
	

齋
藤　

勝
広

	

月
舘	

齋
藤　

勇
二

●  

法
人
会
員
と
し
て
長
年
に
亘
り
多
額
の

法
人
会
費
を
納
入
さ
れ
て
感
謝
状
を
贈

ら
れ
る
者

	

保
原	

保
原
液
化
ガ
ス
（
株
）

  

伝
達
表
彰

●  
福
島
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
（
多

額
寄
付
）

	

伊
達	
公
益
財
団
法
人	

仁
泉
会

	

保
原	
伊
達
市
役
所

	
	

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
労
働
組
合	

	

霊
山	

霊
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

去
る
2
月
18
日
、
福
祉
表
彰
式
を
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
30
名
、
団
体
14
団
体
に
表
彰
状
・
感
謝
状
を
郵
送
で

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

（
敬
称
略
）

令
和
三
年
度
　
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
表
彰
式
受
賞
者

日
本
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
の
ご
協
力
に
つ
い
て

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
社

費
と
寄
付
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
に
よ
り
今
後
も

広
範
に
わ
た
る
活
動
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
社
員
増

強
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
赤
十
字
社
員
へ
の
加
入
及
び

社
員
の
募
集
に
つ
い
て
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

1 

運
動
期
間

　
令
和
4
年

　
5
月
1
日
～
5
月
31
日

2 

社
費
目
標
額

　
1
世
帯
5
0
0
円
以
上

主
な
活
動
内
容

・
国
際
救
援
活
動

・
災
害
援
助
事
業

・
奉
仕
団
活
動

・
血
液
事
業
の
推
進

・
青
少
年
赤
十
字
の
育
成
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　今般、伊達市と伊達市社会福祉協議会が「第
４期地域福祉計画・地域福祉活動計画」を一体
的に策定いたしました。令和 3 年度に市と合同
で策定委員会を設置し、前期計画 (H29～ R3
年度：5 年間 ) の評価・見直しを図るとともに、
昨年１年間の中で、地域の住民・関係機関と福
祉課題や情報共有のための懇談会を行うなど、
住民の皆さまの「声」を「形」にしてきました。
この度完成しました第 4 期計画は、令和 4 年度
からの実行計画として皆様とともに進んでまいり
ます。

　伊達市では、まちづくりの基本に掲げた『健幸と個性が創る活力と希望あふれる故郷　伊達市』の実現に向けて、今後も
住み慣れた地域や住まいで安心して暮らせる環境を整備し、地域全体で支え合う福祉のまちづくりをめざします。

〜
地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

こ
こ
ろ
寄
り
添
う　

健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り

すみなれた地域で
［安心の地域づくり］

支援が必要な人たちを地域

全体で支え合うことで、誰も

が住み慣れた地域の中で自

分らしく暮らすことができるま

ちづくりをめざします

1 多様な広報・講座等による情報提供
2 地域における福祉ニーズ・生活課題の把握と共有

1 分野横断的な総合相談体制の構築
2 生活困窮者世帯等に対する自立支援の充実
3 制度間にあるニーズに対応する支援

1 わかりやすい情報の共有

2 包括的支援体制の整備

1 地域における身近な相談機能の強化
2 相談支援関係機関・団体等との連携によるスムーズな
　支援への移行

3 身近な相談機能の充実

1 地域や学校における福祉共育の推進
2 権利擁護に基づく差別解消・虐待防止等啓発の継続
　的な取組み

4 心のバリアフリー化の促進

みんなで支える
［協働の地域づくり］

地域に住む人 が々日頃から

顔の見える関係性を築き、

お互いに支え合い ( 協働）

ながら安心して暮らすことが

できるまちづくりをめざします

1 地域のつながりに基づく身近な支え合い活動の推進
2 住民主体による交流拠点と機会づくり

1 ボランティアの育成と年代に応じた参加の継続的な促進
2 ボランティアニーズの把握とコーディネート機能の充実

1 多様性を包括した共生型の地域づくり
2 住民と福祉関係機関の協働による地域活動の活性化

1 新たな脅威や緊急・災害時における支援体制の強化
2 地域安全活動の取組み強化
3 再犯防止に向けた取組みの推進（再犯防止推進計画）

1 地域活動の充実と参加の促進

3 より安全・安心に暮らせ
　る環境の整備

2 地域全体で支える体制の強化

4 ボランティア活動の活性化

基本理念 目指す姿 基本方針 施策の展開

施策の体系図

地域懇談会（保原） 福祉共育（車イス体験） 小地域福祉事業
（いきいきふれあいサロン）

● 多様性の尊重
● 気にかけ合う
　関係性

● 働き手の創出
● 地域資源の
   有効活用

● 活躍の場づくり
● 安心感のある
   暮らし

● 就労や社会参加の
   機会の提供
● 民間企業による
   生活支援への参入

はーとふるだて　2022.45



生活支援
コーディネーター活動日誌
地域をつなぐ！ 第6回

鈴木 千夏

より多くの情報を集めて繋げるため、旧 5町ごとに配置された支所担当職員と協力して
います。今回は支所担当職員と、4月 25 日からの新・生活支援コーディネーター、地域の
活動の一部を紹介します。

↓市内各地に伺って地域の情報を収集し、地域の皆さんが元気になるよう資源のコーディネートする活動をしています。

伊達支所/伊達ふれあいセンター

元気のヒケツ
Youtubeを見なが
ら、毎日ストレッ
チをしてます！

齋
さいとう

藤　恵
けいこ

子

新・生活支援コーディネーター 梁川支所/梁川寿健康センター

元気のヒケツ
大福とか甘いも
の全般、大好き
です♡

伊
いとう

藤　　緑
みどり

霊山支所/霊山総合福祉センター「茶臼の里」

元気のヒケツ
コンサート♪コロ
ナが収まったらま
た行きたい！

菅
かんの

野　久
ひさこ

子

月舘支所/月舘保健福祉センター「やまゆり」

元気のヒケツ
ＴＶ大好きおばさん
ですが、最近、読
書も楽しんでます

佐
さとう

藤　淳
じゅんこ

子

保原支所/保原産業振興会館

元気のヒケツ
「カムカムエブリ
バディ」！次の朝
ドラも楽しみ♪

水
みずの

野　久
く み こ

美子

初めてボッチャを体験する方もいました
が、皆さんとても盛り上がっていました！
昨年度の東京パラリンピックで注目され、
全国的な人気スポーツになったボッチャ。
どの年代でも、障がいの有無に関係なく楽
しめるのが素敵ですね！

赤チームと青チーム
に分かれ、それぞれ
の色のボールを順番
に投げるゲーム。白
いボール(目標球 )に
なるべく近くに多くの
ボールを投げたチー
ムが勝ち！

ルール説明
ざっくり！

ボッチャは、子どもから高齢者まで誰
でも楽しめるニュースポーツの一つ。
今回は糠田地域振興会主催で大会が開
催された様子をご紹介します！

みんなが元気になる活動紹介

「ボッチャ大会」月舘町糠田

これは…どっちが近
い !?
両チームドキドキの
時間です

投げるまなざし、真
剣です

うちの地域
でもやって
みたい！

今年度5月から備品貸
出が出来ますので、本
会支所担当までお声掛
けください！

という方は

私達が地域へ伺います！地域のことを色々教えてくださいね♪

元気のヒケツ
コロナが収まった
ら、温泉旅行がし
たいです

高
たかはし

橋　広
ひろみつ

光

この回は
青の

方が赤よ
り近い

ので、青
チーム

の勝ち！

3/27（日）
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

令和4年2月1日～
令和4年3月31日受付分（順不同）

菅

野　

隆

幸

様

齋

藤　

賢

司

様

髙

橋　

健

一

様

保
原
支
所

佐

藤　
　
　

隆

様

菊

田　

喜

久

様

黒

須　

祐

司

様

齋

藤　
　
　

茂

様

菅

野　
　
　

亨

様

越

川　

嘉

美

様

村

松　

清

道

様

尾

形　

信

敬

様

小

林　

繁

幸

様

市

村　
　
　

隆

様

髙

橋　

良

行

様

三

瓶　

和

子

様

安

田　

智

浩

様

齋

藤

富

士

雄

様

菊

田　

慎

一

様

大

山

富

夫

様

浅

野　

聡

一

様

清

野　

敏

昭

様

高

橋

弘

康

様

霊
山
支
所

岡

﨑　

洋

子

様

岡

崎　

勝

子

様

佐

藤　

康

彦

様

石

上　

政

一

様

松

本

キ

ヨ

シ

様

渡

邊

富

美

江

様

大

橋

与

四

一

様

菅

野

敏

弘

様

安

田

喜

博

様

大

橋

金

治

様

渡

辺

敏

広

様

大

波

敏

春

様

大

橋

留

政

様

千

葉　
　

茂

様

月
舘
支
所

大

渡　

茂

男

様

髙

木　
　
　

浩

様

斎

藤　

高

広

様

菅

野　

健

一

様

熊

坂　

幹

男

様

寺

島　
　
　

武

様

高

橋　

孝

吉

様

千

葉

幸

三

様

伊
達
支
所

橘

内　

俊

英

様

八

城　

元

幸

様

虎

岩　
　
　

誠

様

中

村　

浩

三

様

浅

野　

剛

生

様

半

澤　

平

治

様

梁
川
支
所

氏

家　
　
　

誠

様

谷

口　

良

二

様

渡

邊　
　
　

忠

様

幕

田　

利

幸

様

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

一
般
寄
付

御
代
田
四
番
組
自
治
会
様

松

田　

秀

樹

様

浅

野　
　
　

榮

様

J
A
伊
達
す
み
れ
会

ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ 

様

太

田

正

孝

様

飯

沼

正

彦

様

フードドライブとは、食品を寄贈していただき、必要とされる
方々へ無償で提供される社会貢献や自立支援の活動です。食料
品等は、生活に困窮されている方々への緊急食料等提供事業
（フードバンク）へ活用させていただくほか、市内の障がい児
通所施設やフリースクール・子ども食堂などへも提供させてい
ただきます。

JAふくしま未来様 JAふくしま未来
女性部伊達地区本部様

山田健一様 池田秀幸様

フードドライブの寄付

　先月3月16日に発生した令和4年3月福
島県沖地震で被災された皆様には心より
お見舞い申し上げます。
　日本赤十字社では今回の災害で被災さ
れた皆様に対する義援金を募集しており
ます。
　お寄せいただいた「義援金」は、被災
県に設置される義援金配分委員会に全額
送金され、同委員会で定める配分基準に
従って、被災者に現金で届けられます。
1 運動期間 令和4年6月30日まで
2 受付窓口  伊達市社会福祉協議会

福祉課及び各支所

令和 4 年 3 月福島県沖
地震災害義援金について

梁川ライオンズクラブ　様
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ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

総 務 課 	☎ 563 − 3251
福 祉 課 	☎ 576 − 4050
伊達支所	 ☎ 551 − 2139
梁川支所	 ☎ 527 − 2572
保原支所	 ☎ 576 − 4050
霊山支所	 ☎ 586 − 3463
月舘支所	 ☎ 571 − 1406

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
み
え
ず
、

さ
ら
に
3
月
の
大
地
震
、
戦
争
・

難
民
受
入
れ
な
ど
、
諸
難
が
続
く

ま
ま
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
度
、
市
の
地
域
福
祉
計
画

と
社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

一
体
的
な
計
画
と
し
て
策
定
し
、

4
年
度
は
、
実
行
す
る
5
年
間
の

初
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

―
地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し

て
ー
と
い
う
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
住
民･

行
政･

社
協
が
連
携

し
、
も
う
一
歩
ず
つ
力
を
出
し
あ

い
、
皆
さ
ん
の
暮
し
や
す
さ
に
つ

な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
ま
ず
は
元
気
が
出
る
地
域
づ
く

り
』
に
む
け
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

へ
出
向
い
て
ま
い
り
ま
す
。

あ  

と  

が  

き
5月16日（月）梁川福祉会館
6月20日（月）月舘総合支所
まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

障がい手帳用診断書料助成
伊達市内に住所を有する在宅者に、身体障がい者手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳を取得、または更新の
ために診断書を作成した方に助成を行っております。

●	受付
	 市役所（本庁・各総合支所窓口）で手帳申請時に併せて対応します
●	必要書類
	 （1）・	申請書・診断書作成料の領収書（写）　（2）・印鑑
	 （3）・本人名義または親族の通帳（写）
●	内容
	 ・1手帳に対して 1診断書
	 ・支給日：受付月の翌月 10日（審査の上、口座振込み）
	 ※	原則在宅の方で、施設入所者は対象になりません。
	 ※	親族等（家族）の申請も可能です。

◯変更点
… ・助成額：(旧 )診断書料の 2分の 1の額
…（限度額 5,000円で 100円未満切り捨て）

（新） 診断書料の全額
 （ただし、10,000円が上限となります）

退  職  者（令和 4 年 3 月 31 日）

大橋悦子　霊山・月舘デイサービスセンター　　（所長）

ボランティア団体活動支援金
　ボランティアサークルが、円滑な活動を継続する
ための助成金です。
●対象　 伊達市ボランティアセンターに登録し、
 次年度も活動を継続する団体

● 内 容
（1）備　品（湯茶・レクリエーション・事務用品）
（2）消耗品（お茶・ガソリン代等）
（3）その他（研修参加費・書籍・専門誌等）

区　分 基　　準 単　価

（1）基礎額

①26人以上 10,000円
②16人以上25人以下 7,000円
③6人以上15人以下 5,000円
④5人以下 2,000円

（2）加算額 1人あたり 500円

※	会員数は、当該年度4月1日現在の人数を基準とします。

コロナ禍の衛生用品（マスク・消毒等）
の購入も可能ですので、ご利用ください。
詳しくは、各支所の窓口まで！

担当：水野

身近な場所で地域住民の皆さんが主体的に運営
し、だれもが気軽に集まれる“サロン”づくりを支
援しています。
●運営助成金

※	会員数は、当該年度4月1日現在の人数、また新規の申
請月1日の人数を基準とします。

区　分 基　　準 単　価

（1）基礎額
①年間6回以上開催 15,000円
②後期（10月以降）開催 7,500円

（2）加算額 会員1人あたり（名簿添付） 200円

●  ふれあいいきいきサロンを始めるときは、各支所
へ開催の前月まで申請してください。

●  新規サロンには、初年度のみ活動支援金（10,000
円）の助成があります。

ふれあい・いきいきサロン助成金
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